



























































































































































ゴザリマス ゴザイマス ゴゼエマス その他




















































































ナサリマス ナサイマス ナセエマス ナサイ ナセエ
洒落本 36 0 0 2 16
滑稽本 6 39 1 22 53





































滑稽本 クダサリマス 5クダサイマス 4 Vツシヤイマス 3 イラッシャイマス 5
オツシヤリマス 2
オツシヤイマス 4


















































































































































































本動詞 補助動詞 本動詞 補助動詞 本動詞 補助動詞
男性 7 79 2 14 5 26
女性 8 27 24 191 0 1
計 15 106 26 205 5 27
─ 194 ─
学習院女子大学　紀要　第18号
本動詞「ござる」＋「ます」の命令形が出てくれば、それは「居ろ・あれ」「行け」「来
い」の尊敬表現という意味になるはずであり、補助動詞「～ござる」＋「ます」の命令形
が出てくれば、「～であれ・～で居ろ」の尊敬表現というような意味になるはずである。
しかし実際には、［ゴザリマス］［ゴザイマス］［ゴゼエマス］のすべてについて、「本動
詞」＋「ませ」の用例も、「補助動詞」＋「ませ」の用例もどちらも一例も拾うことができ
ない。つまり［ゴザリマセ］［ゴザイマセ］［ゴゼエマセ］という例はひとつもないとい
うことである。これに対して『浮世風呂』の［ナサリマス］［ナサイマス］［ナセエマス］
合計46例のうち、半分の23例は［ナサリマセ（シ）］［ナサイマセ（シ）］の形の行為要
求表現である。さらに『浮世風呂』には、「ませ」の脱落した［ナサイ］［ナセエ］とい
う形での行為要求表現が計75例現れる。しかし『浮世風呂』に現れる［ゴザイ］（［ゴザ
イマス］の［マス］が脱落した形）8例のうち行為要求表現であるものはひとつもない。
「くださる」＋「ます」も「なさる」＋「ます」と同じで、『浮世風呂』にあらわれる［クダ
サリマス］［クダサイマス］計9例のうちの7例が行為要求表現である。そして残りの「～っ
しゃる」＋「ます」、「おっしゃる」＋「ます」、「いらっしゃる」＋「ます」の合計数14例のう
ちの9例が行為要求表現である。このように「ございます類」のほとんどが行為要求表
現としての使用に偏っている中で、「ござる」＋「ます」だけが行為要求表現としての用
例がみられないのである。［ナサイマス］や［ナセエマス］は、［マス］が命令形の形を
とって行為要求表現形式として現れることが、元々その主要な用法だったので、そこか
ら「ます」を脱落させて、言い換えれば「ます」の分の丁寧さを差し引いて［ナサイ］［ナ
セエ］という形での行為要求表現形式が確立する素地が十分あった注6し、［クダサイマス］
［イラッシャイマス］などもその点は同じであった。しかし「ござる」＋「ます」だけは、
元々行為要求表現としては使われない形式だったので、「ます」を脱落させて［ゴザイ］
とか［ゴゼエ］などという行為要求表現形式が生まれることはなかったということであ
る。
〈注〉
注1　 江戸語資料には［ゴザリマス］［ゴザイマス］などと並んで［ゴザリヤス］［ゴザイヤス］という
形もみられるが、本稿では［～マス］と［～ヤス］の違いは問題にせずに、［～マス］で代表させ
た。
注2　 ただし例えば近藤（1993）をはじめとするいわゆる「遊女語」を対象とした諸研究は、［ゴザリマ
ス］［ゴザイマス］はもちろん、それ以外のいろいろな派生形も含めて詳細に記述している。しか
しそれらの研究の関心は特定の話者集団（遊女）の言語使用に限定されていて、本稿とはその点
で研究目的が大きく異なる）
注3　 洒落本はすべて「洒落本大成」（中央公論社）、『浮世風呂』は「日本古典文学全集」（小学館）、『春
色梅児誉美』『春色辰巳園』は「日本古典文学大系」（岩波書店）の本文をテキストとして調査を行っ
た。
注4　 ここでは禿や遣り手も遊女に含めている。遊女屋、茶屋、船宿等の女将は一般の話者として扱う。
注5　 『大辞林（第2版）』松村明編（三省堂）の「なさい」の項に、この「なさい」という形の成立に関
して、動詞「なさる」の連用形の音便形「なさい」に助動詞「ます」の命令形「ませ（または「ま
後期江戸語における「ござります」と「ございます」に関する一考察
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し」）」の付いた「なさいませ（「なさいまし）」の省略形であるとの記述がある。また、それにあ
わせるなら、表1には［ゴザイ］という命令表現も入れるべきということになるが、5節でも述べ
るように［～ゴザイ］という形は命令表現としては現れない。
注6　 本稿の筆者は、「なさる」＋「ます」や「くださる」＋「ます」などが［ナサイ］［ナセエ］［クダサイ］
［クダセエ］などの形で行為要求表現形式として確立した事象に関して、福島（2016）で詳しく述
べた。
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